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【研究活動の要約】 

高台寺近くの民家の庭先で 100 年生に近いブドウ樹が発見され、このブドウは、京都において安土桃

山時代から栽培の記録があり、昭和になって絶滅した‘聚楽’ブドウまたはその子孫である可能があ

る。新たに発見されたブドウ‘聚楽’について、ウイルス感染が判明したことからウイルスフリー化を

目的として、組織培養条件の確立を今年度重点的に行った。 

【研究活動の成果】 

昨年度母樹の葉から RNA を抽出し、ウイルス検定を行ったところ、いくつかのウイルスに罹病して

いることが明らかとなった。ブドウリーフウイルス等カイガラムシを媒介とするウイルスであった。

100 年にわたる無農薬栽培において感染したものとおもわれ、「聚楽」普及栽培のためには組織培養

法によるウイルスフリー化の必要があり、様々な組織培養条件検討を行い、培地と植物ホルモンの種

類、濃度の検討により、大量増殖可能な条件を見いだした。これにより今後組織培養苗、ウイルスフ

リー苗の大量増殖が可能になると思われる。 

【研究成果の還元】 

１．R2.10.2 毎日新聞京都版 幻のブドウ「聚楽」安土桃山の味復活 育て「京果実」 
２．R2.10.8 週刊文春 在来種に魅せられて 京果樹の代表として約十年で甲州に並ぶ白ワインを 
３．R3.3.9 京都府立大学生命環境学部附属農場 生産者・市民３５名 精華キャンパス ACTR 成果

発表会 
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参考（イメージ図、活動写真等） 

‘聚楽’ブドウ組織培養条件の検討 

写真上：他のブドウ品種で成功している培

地、栄養、植物ホルモン条件では、殆ど生育

しなかった。 

 

 

 

 

 

 

写真下：2021 年３月３日の様子 

培地条件、栄養条件、植物ホルモンの組

成、濃度を検討し、成長促進条件を 

確立した。これにより組織培養苗の大量

増殖が可能になった。 
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